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野
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育
委
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青
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特
集 

 

教
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用
図
書
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定
審
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会
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つ
い
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教
学
指
導
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今
、
学
校
で
は 

 
 

「
知
的
財
産
教
育
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

佐
久
市 

岩
村
田
高
等
学
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ご
存
知
で
す
か 

 

長
野
県
体
育
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

長
野
県
体
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セ
ン
タ
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「
さ
わ
や
か
信
州
省
エ
ネ
大
作
戦
・2013

夏
」
実
施
中
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教
育
総
務
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イ
ベ
ン
ト
情
報
・
お
知
ら
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 ６
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あ
と
が
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教
育
な
が
の 
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員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
学
び
続
け
る
」 

 
 

 
 

と
い
う
こ
と
、「
探
究
心
」
を
持
ち
続
け
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
変
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

  
 

力
向
上
へ
の
取
組
や
発
達
障
害
を
持
つ
子 

 
 

ど
も
達
へ
の
対
応
等
々
、
勤
務
し
て
い
る

学
校
で
の
日
々
の
課
題
解
決
に
向
け
、
教
員
一
人

ひ
と
り
の
能
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

最
近
で
は
、
子
ど
も
を
教
え
る
技
術
だ
け
で
は
な

く
「
子
ど
も
や
保
護
者
、
教
員
同
士
等
と
の
関
係

を
築
く
力
」
も
そ
の
必
要
性
が
増
し
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

  
 

だ
、
一
方
で
は
、
教
員
の
多
忙
な
勤
務
の 

 
 

実
態
も
あ
る
中
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
い

な
が
ら
、
校
内
・
校
外
を
含
め
て
、「
学
び
」
の
時

間
・
環
境
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
の
か
、
個
人
の

自
覚
の
問
題
と
し
て
の
み
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

学
校
と
し
て
、
ま
た
、
教
育
行
政
と
し
て
も
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。 

  

  
 

 
 

 

  
 
 

の
た
め
に
は
様
々
な
工
夫
が
必
要
で
し
ょ 

 
 
 

う
。
学
校
の
業
務
の
見
直
し
に
よ
り
、
業 

務
量
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な 

っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、「
開
か
れ
た
学
校 

づ
く
り
」
を
進
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
学
校
外
の 

専
門
家
の
皆
さ
ん
の
力
を
学
校
運
営
に
生
か
す
こ 

と
も
、
教
員
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
意
味
で
も
こ 

れ
か
ら
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か 

と
思
い
ま
す
。 

教
員
の
皆
さ
ん
の
「
探
究
心
」
が
あ
っ
て
こ
そ

の
学
校
（
教
育
）
で
あ
り
、
教
育
行
政
も
そ
の
上

に
成
り
立
つ
も
の
。
個
人
の
研
鑚
と
組
織
と
し
て

の
取
組
が
相
ま
っ
て
、
教
育
全
体
の
「
力
」
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 

  

ひひ
ろろ
ばば  

「
探
究
心
」
を
「
力
」
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
次
長 

青
木 

弘 

目次へ

戻る 

教 学 た 

そ 



○
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
科
書
採
択
の

概
略 

 
 
 

間
の
教
科
書
発
行
会
社
で
編
集
さ
れ
た 

 
 

 

教
科
書
は
、
ま
ず
、
文
部
科
学
省
の
教

科
書
検
定
を
受
け
、
合
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

検
定
は
、
お
お
む
ね
４
年
ご
と
の
周
期
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

定
済
教
科
書
は
、
１
種
目
（
教
科
書
の 

 
 

 

教
科
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
単
位
。
例
：

数
学[

１
～
３
年]

）
に
つ
き
数
種
類
存
在
す
る

た
め
、
こ
の
中
か
ら
学
校
で
使
用
す
る
１
種
類

の
教
科
書
が
採
択
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

採
択
の
権
限
は
、
公
立
学
校
に
つ
い
て
は
所
管

の
教
育
委
員
会
に
、
国
・
私
立
学
校
に
つ
い
て

は
校
長
に
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

択
に
あ
た
っ
て
は
、「
市
若
し
く
は
郡
の 

 
 

 

区
域
又
は
こ
れ
ら
の
区
域
を
あ
わ
せ
た

地
域
」
を
採
択
地
区
と
し
て
設
定
し
、
地
区
内

の
市
町
村
が
共
同
し
て
種
目
ご
と
に
同
一
の
教

科
書
を
採
択
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長

野
県
で
は
、
１
２
の
採
択
地
区
で
、
教
科
用
図

書
採
択
研
究
協
議
会
を
設
置
し
、
調
査
員
会
を

経
て
、
小
学
校
・
中
学
校
の
教
科
書
を
採
択
し

て
い
ま
す
。 

 

○
長
野
県
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会 

 
 
 

道
府
県
で
は
、
教
科
用
図
書
選
定
審
議 

 
 

 

会
を
設
置
し
、
検
定
済
み
教
科
書
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
し
た
資
料
に
つ
い
て
審
議
し
、

そ
の
資
料
を
市
町
村
教
育
委
員
会
に
送
付
し
ま

す
。
そ
の
調
査･

研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
教
科
用

図
書
の
専
門
的
な
事
項
を
扱
う
た
め
、
教
科
書

の
種
目
ご
と
に
調
査
員
を
お
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
の
委
員
は
、
義

務
教
育
諸
学
校
の
校
長
及
び
教
員
や
指
導
主
事
、

市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
委
員
、
教
育
長
等
の

専
門
的
知
識
を
有
す
る
職
員
等
の
他
、
教
育
に

関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
方
と
し
て
、
一
般
公

募
に
よ
り
保
護
者
の
方
等
に
も
入
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

 
 

お
、
特
別
支
援
学
級
や
特
別
支
援
学
校 

 
 

で
は
、
児
童･

生
徒
の
障
害
の
種
類
や
程

度
に
応
じ
て
、
教
科
書
と
し
て
発
行
さ
れ
た
も

の
で
な
い
一
般
図
書
を
教
科
書
の
代
わ
り
に
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
般
図
書
を
採
択
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
毎
年
採
択
す
る
必
要
が
あ
り

特 

集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教
学
指
導
課 

民 検 採 

都 な 



ま
す
。
今
年
度
は
、
小
中
学
校
の
検
定
教
科
書

の
採
択
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
長
野
県
教
科
用

図
書
選
定
審
議
会
で
は
、
一
般
図
書
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
し
た
資
料
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

そ
の
資
料
を
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
送
付
し
ま

す
。 

 
 
 

回
の
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
に
つ
い 

 
 
 

て
は
原
則
公
開
と
し
て
お
り
、
平
成25

年
４
月
17
日
、
５
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
の
議
事
録
お
よ
び
資
料
に
つ
い
て
は
、

採
択
が
終
了
す
る
８
月
31
日
以
降
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。 

◆
今
年
度
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
の
採
択
状

況
、
採
択
地
区
、
附
則
第
９
条
図
書
（
教
科

書
の
代
わ
り
に
使
え
る
一
般
図
書
）、
な
ど
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
教
科

書
Ｑ
ア
ン
ド
Ａ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
http://www.pref.nag

ano.lg.jp/kyouiku/ky

ougaku/kyokasyo/kyoukasyo
-QA.htm 

  

◆
小
・
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
や
小
・
中

学
校
の
特
別
支
援
学
級
及
び
特
別
支
援
学
校
で

使
用
す
る
図
書
（
今
年
度
、
県
で
調
査
し
た
15
冊
）

を
県
下
18
会
場
で
展
示
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

自
由
に
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

展
示
期
間
、
開
館
・
閉
館
時
間
、
休
館
日
な

ど
の
詳
細
は
、
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

http://www.pref.nagano.lg.jp/
kyou

iku/kyougaku/kyokasyo/index.htm
 

 

                                    

 
 

２ 

 

 

市町村教育委員会 

県教育委員会 
教科用図書選定審議会 

（１５名） 

↓  ↑ 

（ 調 査 員 ） 

諮問 

指導・助言・援助 依頼 報告 

答申 

＜教科用図書選定審議会の仕組み＞ 目次へ

戻る 

■お問い合わせ 

教学指導課 総務係、 

義務教育指導係 

TEL 026-235-7434、7434  FAX 

026-235-7495 

e-mail: 

kyogaku@pref.nagano.lg.jp 

 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyougaku/kyokasyo/kyoukasyo-QA.htm
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http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyougaku/kyokasyo/index.htm


弁理士による助言風景 

 

知的財産セミナー 

 

  

  

 
 
 

 
 
 

校
の
知
的
財
産
教
育
の
取
り
組
み
は
、
平 

 
 
 

成
22
年
度
（
独
）
工
業
所
有
権
情
報
・
研 

 
 
 

修
館
の
「
産
業
財
産
権
標
準
テ
キ
ス
ト
を

活
用
し
た
知
的
財
産
教
育
推
進
協
力
校
」
事
業
に

応
募
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
工
程
通
り
に

も
の
づ
く
り
を
行
う
の
で
は
な
く
、
創
意
工
夫
を

製
品
に
与
え
る
こ
と
で
品
質
の
向
上
、
製
作
時
間

短
縮
な
ど
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
た
だ
つ
く
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
分

の
頭
で
感
じ
て
、
学
ん
で
、
考
え
る
必
要
性
を
感

じ
、
こ
の
事
業
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
年
で
こ
の
事
業
へ
参
加
し
て
４
年
目
と
な
り
ま

す
。
昨
年
度
を
基
に
本
校
の
活
動
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

１ 

目
標 

(1) 

１
年
か
ら
３
年
ま
で
の
継
続
し
た
学
習
の
確
立
。 

(2) 

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
、
パ
テ
ン
ト
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
参
加
。 

(3) 

課
題
研
究
に
お
け
る
知
的
財
産
権
教
育
の
導

入 

(4) 

職
員
全
員
で
の
取
り
組
み
。 

 

２ 

研
究
テ
ー
マ 

「
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
、
創
作
・
発
明
へ
の
意

欲
の
向
上
」 

 

３ 

活
動
内
容 

 

(1) 

生
徒
の
取
組 

【
１
年
生
】 

 

① 

産
業
財
産
標
準
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
学
習 

 

② 

弁
理
士
に
よ
る
知
財
セ
ミ
ナ
ー
（
初
め
て
の

知
財
） 

   

【
２
年
生
】 

 

① 

弁
理
士
に
よ
る
講

演
会 

 
 

  

【
３
年
生
】 

 

① 

課
題
研
究/

グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
製
作
実
習
」 

 
② 
企
業
連
携 

 

③ 
パ
テ
ン
ト
コ
ン
テ

ス
ト
へ
応
募 

 

④ 

課
題
研
究
発
表
会

で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン 

  

「
校
内
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」 

 

本
校
独
自
の
取
組
で
あ

り
、
生
徒
に
知
財
教
育
の

重
要
性
と
ア
イ
デ
ア
の
活

用
方
法
を
学
ぶ
た
め
企
画

し
ま
し
た
。 

 

 

弁
理
士
に
よ
る
知
的
財

産
に
関
す
る
講
演
会
の
後
、

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
し

た
。 

・
募
集
期
間 

平
成
24
年

７
月
20
日
～
９
月
28
日 

・
対
象 

１
・
２
年
機
械

 
 
 

「
知
的
財
産
教
育
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
久
市 

岩
村
田
高
等
学
校 

 

今今今
、、、
学学学
校校校
ででで
ははは   

本 



職員研修 

 

アイデアコンテスト募集ポスター 

 

科 

電
子
機
械
科 

電
気
科
及
び
職
員  

・
応
募
数 
76
名
で
金
賞
１
名
、
銀
賞
３
名
、
企

画
賞
４
名
を
決
定
し
ま
し
た
。 

「
パ
テ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
」 

校
内
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
を
集
め

て
、
パ
テ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
出
願
で
き
る
よ
う

に
弁
理
士
の
先
生
に
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

IPDL

（
特
許
電
子
図
書
館
）
の
活
用
方
法
や
、
ア

イ
デ
ア
の
表
記
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

           

※
「
パ
テ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」 

高
等
専
門
学

校
生
及
び
大
学
等
の
学
生
の
知
的
財
産
マ
イ
ン
ド

を
育
て
る
と
共
に
、
知
的
財
産
権
制
度
の
理
解
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。
主
催
：
文
部
科

学
省
、
特
許
庁
、
日
本
弁
理
士
会
、（
独
）
工
業
所

有
権
情
報
・
研
修
館 

  

(2) 

職
員
研
修 

 

① 

岩
村
田
高
校
地
域
人
材
育
成
連
携
事
業
に

合
わ
せ
、
知
的
財
産
講
演
会
の
開
催
（
職
員
20
名
、

企
業
５
名
）。 

 

② 

企
業
対
象
の
施
設
・
課
題
研
究
見
学
、
意
見

交
換
会
。 

 

           ４ 

ま
と
め 

 
今
ま
で
技
術
教
育
は
加
工
技
術
の
向
上
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
技
術
教
育
に

創
意
工
夫
を
加
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
「
知
的
財

産
教
育
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
創
造

性
、
実
践
力
、
活
用
力
を
高
め
る
こ
の
取
り
組
み

を
今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

本
年
度
、
本
校
は
機
械
シ
ス
テ
ム
科
、
電
気
情

報
科
の
学
科
改
編
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
学

科
連
携
教
科
「
産
業
基
礎
」
に
、
知
的
財
産
教
育

を
取
り
入
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
開

校
の
佐
久
平
総
合
技
術
高
校
に
お
い
て
も
、
知
的

財
産
教
育
を
教
育
の
柱
の
１
つ
と
し
て
考
え
て
い

ま
す
。
本
校
に
お
い
て
知
的
財
産
教
育
は
、
創
造

性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
重
要
な
部
分
を
担
っ

て
い
ま
す
。 
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【
体
育
セ
ン
タ
ー
は
】 

 

松
本
平
広
域
公
園
（
信
州
ス
カ
イ
パ
ー
ク
）
の
陸
上

競
技
場
２
階
に
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 
 

  

【
学
校
体
育
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
研
修
事
業
】 

体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、主
に
学
校
の
先
生
方
の
た
め
の
、

学
校
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
研
修
講
座
と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
な
ど
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
方
向
け
の
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
研
修
講
座
を
、
本
年
度
は
合
わ
せ
て
年
間
48
講

座
実
施
予
定
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味

の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
る
講
座
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
長
野
県
体
育
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

（

長

野

県

体

育

セ

ン

タ

ー 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ 

http://w
ww.pref.nagano.lg.jp/xkyouiku/tai

ce/index.htm

） 

  

     

 

   

【
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
業
】 

「
誰
で
も
」
「
い
つ
で
も
」
「
世
代
を
こ
え
て
」
「
好
き

な
レ
ベ
ル
で
」
「
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
」
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
る
、地
域
住
民
が
主
体
的
に
運
営
す
る「
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
創
設
・
育
成
を
支
援

し
て
い
ま
す
。 

ま
た
県
内
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
で
組
織
し
て
い
る
「
長
野

県
総
合
型
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
」
の
事
務
局
と
し
て
、

総
会
・
研
修
会
を
開
催
し
、
ク
ラ
ブ
間
の
連
携
・
交
流

や
協
力
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。 

  
 

   

 

長
野
県
体
育
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す 

  

 

ご
存
知
で
す
か 

 

研修講座「柳沢運動プログラム理

論と実践」の様子） 

 

http://www.pref.nagano.lg.jp/xkyouiku/taice/index.htm
http://www.pref.nagano.lg.jp/xkyouiku/taice/index.htm
http://www.pref.nagano.lg.jp/xkyouiku/taice/index.htm


   

【
今
年
度
事
業
】 

①
ク
ラ
ブ
訪
問
を
実
施
し
、
各
ク
ラ
ブ
が
抱
え
る

成
果
・
課
題
等
を
伺
い
、
ク
ラ
ブ
間
の
情
報
交
換
に
役

立
て
ま
す
。 

②
松
本
大
学
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
大
学
と

ク
ラ
ブ
間
の
連
絡
・
調
整
を
行
い
ま
す
。 

③
ク
ラ
ブ
指
導
者
を
他
ク
ラ
ブ
で
も
活
躍
で
き
る

よ
う
な
方
策
を
立
て
ま
す
。 

 
 

④
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
養
成
講
習
会
を
開

催
し
、
ク
ラ
ブ
運
営
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
を
推
進
し

ま
す
。 

    

【
学
校
体
育
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
事
業
】 

 

県
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を
持
ち
、
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
く
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
や
指
導
者
の
資
質
向
上
の
た
め
の

講
師
派
遣
、
用
具
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
人
々
が
楽
し

く
参
加
し
、
感
動
・
交
流
・
喜
び
を
分
か
ち
合
う
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
天
国
」
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
７
月
６
日(

土)

に
第
35
回
ス

ポ
ー
ツ
天
国
を
開
催
し
ま
す
。
県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ

ー
ム
と
の
交
流
や
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
交
流

を
通
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
普
及
に
努
め
、
参

加
者
の
健
康
意
識
を
高
め
る
と
共
に
、
よ
り
豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
を
図
り
ま
す
。 

     

   
 
 
 
 
 

 

                 
 

スポーツ天国 集団リレー 
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年
に
引
き
続
き
こ
の
夏
も
、
長
野
県
で
は
、 

 
 

県
民
生
活
や
経
済
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
さ

な
い
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
向
け
た
県
民
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

特
に
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
お
け
る
最
大
電
力
の
抑

制
を
中
心
に
、未
来
志
向
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
に
つ
な
が
る
、
前

向
き
な
節
電
・
省
エ
ネ
対
策
を
講
じ
、
こ
れ
ま
で

に
進
ん
で
き
て
い
る
節
電
構
造
の
更
な
る
定
着
を

図
り
ま
す
。 

教
育
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
積

極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◇
節
電
・
省
エ
ネ
目
標
◇ 

 

 

平
日
の
９
～
20
時
の
使
用
最
大
電
力
に
つ
い
て 

 

平
成
22
年
比
▲
６
％（
▲
約
18
万
kW
分
） 

 
 

（
県
の
機
関
は
平
成
22
年
比
▲
10
％
） 

 

◇
取
組
の
期
間
◇ 

 
 

６
月
14
日
（
金
）
～
９
月
30
日
（
月
）
（
８

月
13
日
～
15
日
を
除
く
） 

 

◇
基
本
の
取
組
◇ 

（
１
）
節
電
・
省
エ
ネ
ア
ク
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
普

及
と
実
践 

○
部
屋
の
室
温
が
28
度
に
な
る
よ
う
な
エ
ア
コ
ン

の
温
度
設
定 

○
不
要
な
照
明
の
消
灯 

○
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
変
更 

等
々
す
ぐ
で
き
る
節
電
・
省
エ
ネ
ア
ク
シ
ョ
ン

を
メ
ニ
ュ
ー
化 

（
家
庭
版
、
事
業
者
版
、
県
機
関
版
を
作
成
） 

   

（
２
）
「
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
実
施 

○
県
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
節
電

を
試
み
る
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
す
。 

＜
日
時
＞
７
月
24
日（
水
）～
７
月
26
日（
金
） 

７
月
31
日
（
水
）
～
８
月
２
日
（
金
） 

 

※
こ
の
う
ち
、
７
月
24
日
（
水
）
を
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
一
斉
行
動
の
日
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
イ
）
と
し
、

９
時
～
20
時
の
時
間
帯（
特
に
13
時
か
ら
16
時

ま
で
の
３
時
間
）
に
取
組
強
化 

 

（
３
）
「
信
州
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
展
開 

○
夏
の
暑
い
日
、
家
の
電
気
を
消
し
て
、
商
業
施

設
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
出
か
け

る
こ
と
で
、
県
民
が
節
電
を
し
な
が
ら
涼
し
く

快
適
に
楽
し
く
過
ご
す
と
と
も
に
、
地
域
や
経

済
の
活
性
化
に
も
資
す
る
機
会
を
拡
大
し
て
い

く
た
め
、
県
内
の
施
設
や
場
所
、
イ
ベ
ン
ト
等

を
広
く
募
集
し
、
「
信
州
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ

ッ
ト
」
「
信
州
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
イ
ベ
ン
ト
」
と

し
て
県
内
外
に
発
信
し
ま
す
。 

＜
募
集
期
間
＞
５
月
17
日
（
金
）
～
８
月
30
日

（
金
） 

 

（
４
）
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
拡
充 

○
家
庭
で
の
節
電
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
電

力
需
要
が
高
ま
る
夏
季
（
６
～
８
月
）
に
節
電

の
取
組
を
行
っ
た
県
民
に
、
ま
た
４
月
～
９
月

の
期
間
中
にLED

な
ど
の
高
効
率
照
明
に
買
い

替
え
を
行
っ
た
県
民
に
対
し
て
、
信
州
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
「
プ
レ
ミ

ア
ム
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」
を
交
付
し
ま
す
。 

 

 
 
 

「
「
さ
わ
や
か
信
州
省
エ
ネ
大
作
戦
・2

0
1
3

夏
」
実
施
中
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ごごご
存存存
知知知
ででで
すすす
かかか   

昨 



 

省
エ
ネ
ア
ク
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
等
、
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
次
の
ア
ド

レ
ス
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  http://www.pref.nagano.lg.jp/kankyo/on

danka/honbu/index.html
 

  

「
大
作
戦
」
に
は
、
「
学
校
等
に
お
け
る
節
電
・

省
エ
ネ
教
育
の
推
進
」も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

○
節
電
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
活
用
し
て
節
電
・

省
エ
ネ
教
育
を
実
施
。 

 

○
小
中
学
校
で
、
校
内
の
蛍
光
灯
の
「
ス
イ
ッ

チ
切
る
係
」
を
設
け
る
な
ど
、
節
電
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
取
組
を
働
き
か
け
る
。 

 

○
市
町
村
教
育
委
員
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
通
じ

て
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
を
周
知
。 

  

学
校
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
お
い
て
は
特
に
以
下

の
３
点
の
取
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

・
節
電
チ
ラ
シ
（
節
電
・
省
エ
ネ
ア
ク
シ
ョ
ン

メ
ニ
ュ
ー
）
な
ど
を
活
用
し
て
、
節
電
・
省
エ

ネ
に
関
す
る
児
童
生
徒
の
実
践
や
意
識
高
揚

な
ど
を
図
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
等
を
通
じ
て
、
家
庭
に
普
及
し
て
い
く
よ
う

な
取
組
。 

 

・
校
長
会
を
通
じ
て
も
依
頼
し
ま
す
が
、
公
立

の
小
中
学
校
に
お
け
る
、「
ス
イ
ッ
チ
切
る
係
」

を
設
置
し
て
い
た
だ
く
取
組
。 

 

・
教
職
員
自
ら
が
率
先
し
て
行
う
節
電
・
省
エ

ネ
の
取
組
。 

 

※
学
校
に
お
け
る
節
電
省
エ
ネ
対
策
の
参
考
資
料 

 

（
文
部
科
学
省
：
学
校
施
設
に
お
け
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
（
教
職
員
向
け
）
） 

 
 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/g

reen/080501-1.htm
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◆
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
よ
り 

 

７
月
か
ら
８
月
ま
で
に
開
催
す
る
研
修
講
座
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.nagano
-c.ed.jp/shogai/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

タイトル 日時 実習・講座 講師

◆生涯学習推進講座
「公民館から地域をつなぐ」

７月５日（金）
９：４０～１６：００

講義：「人がつながる地域づくり」
演習：ワールドカフェ「人がつながる地域づくりを
デザインする」

講師　長谷川  幸介　茨城大学
　　　　　生涯学習教育研究センター准教授

◆家庭・幼児教育講座【移動講座】
「親子の絆を育むコミュニケーション」
会場　エコールみよた（北佐久郡御代田町）

７月９日（火）
１４：００～１６：３０

講義・演習：「子どもも育つ！親も育つ！親子の
絆を育むコミュニケーション」

講師　山口　順子
　　　コーチングオフィスジェイフィールド代表

◆フォーラム
「男女共同参画フォーラム」
会場　長野県男女共同参画センター“あいとぴ
あ”（岡谷市）

７月１３日(土)
　１３：３０～１５：３０

講演：「お父さんの育児で家族が育つ」
　　（１１：００～　ワークショップ・アトラクション）

講師　汐見　稔幸
　　白梅学園大学学長　東京大学名誉教授

◆生涯学習推進講座
「地域で育てる子どもの笑顔」（学校サポート
コーディネーター研修）

８月６日（火）
９：４０～１６：００

　講義・演習：「学校ボランティア・コーディネー
ターの役割と課題」

講師　佐藤　晴雄
　　　　日本大学文理学部教授

◆マナビィ共育講座（センター施設開放）
　「心を豊かにするレクリエーションワーク」

８月２４日（土）
１０：３０～１２：００

講義・演習：「人をつなぐ、人とつながるレクリ
エーションワーク―遊びに含まれる意味と価値
―」

講師　犬飼　己紀子
　　　　松本大学人間健康学部教授

※　受講は無料です
※　会場の記載がない講座は、当センターにおいて開催します。

イ
ベ
ン
ト
情
報
・
お
知
ら
せ 

イ
ベ
ン
ト
・
募
集 

目次へ

戻る 

■お問い合わせ 

 長野県生涯学習推進センター 

 〒399-0711 

 長野県塩尻市片丘南唐沢 6342-4 

 Tel：0263-53-8822 

 Fax：0263-53-8825 

 e-mail：shogaigakushu@pref.nagano.lg.jp 

http://www.nagano-c.ed.jp/shogai/


 

◆
教
職
員
の
非
違
行
為
に
係
る
公
表
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。 

◆
新
し
い
信
州
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
＆
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
と
「
ス
ロ
ー
ガ
ン 

」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

目次へ

戻る 

 
あとがき 

 

 

 メールマガジン６月号をお送りします。 

 

 梅雨入りが宣言され、夏も近づき、蒸し暑い日が続いていま

す。先日まで「肌寒い」などと言っていたのがうそのようです。 

 ちょうどいい気温の時期というのは、あっという間に過ぎて

しまうものですね。 

 

 私が今の職場に来て、このメルマガを担当するようになって

から早 3ヶ月が経とうとしています。 

 初心を忘れず、暑さにだらけず、乗り切っていきたいと思い

ます（か） 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/kijun/kohyoguide.htm
http://www.pref.nagano.lg.jp/kanko/kankoki/brand/brandproject/newlogo.htm
http://www.pref.nagano.lg.jp/kanko/kankoki/brand/brandproject/newlogo.htm

